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用
の
前
に

安全上のご注意
必 ず お 守りください

電 源 プラ グ / スイッチ 付 き 電 源 タップ

お 使 い に な る 人 や 他 の 人 へ の 危 害 、 財 産 へ の 損 害 を 未 然 に 防 止 するた め 、
必 ず お 守 りい た だ きた いことを 説 明 して い ます。 誤った 使 い 方 をした ときに
生 じる 危 害 や 損 害 の 程 度 を 次 の 表 示 で 区 分 し 、 説 明 して い ます。 

警 告

注 意

使 い方 によっては 、 死 亡 や 重 傷 を負う可 能 性 が ある内 容 です。

使 い方 によっては 、 傷 害 や 物 的 損 害 が 発 生する可 能 性 が ある内 容 です。

■ お 守りいた だく内 容 の 種 類 を次 の 表 示 で区 分し、 説 明しています。

しては いけ な い「 禁 止 」 内 容 です。

！ 必 ず実 行していた だく「 強 制 」 内 容 です。

！ 弊 社 がお 客 様 にお 伝 えしている「 推 奨 」 内 容 です。

警 告

・ 　 電 源 プラ グ（ コ ードやプラ グ 部 分 ） / スイッチ 付 き 電 源 タップ が
　 　 傷 んで いるときや 、 コ ン セントの 差 し 込 み が ゆ る い とき は 使 用 し な い 。
　 　（ 感 電 / ショート / 発 火 の 原 因 ）

・ 　 傷 つ け な い 、 破 損 し な い 、 無 理 に 曲 げ な い 、 束 ね な い 。
・ 　 電 源 プラ グの コ ード上 に 重 い 物 を 乗 せ た り、 は さ み 込 ま な い 。
　 　（ 破 損 / 火 災 / 感 電 の 原 因 ）

・ 　 ぬ れ た 手 で 抜 き 差 しし な い 。
　 　（ 感 電 の 原 因 ）

禁止

・ 　 定 格 1 5 A / 交 流 1 2 5 V の コ ン セントを 単 独 で 使 う。
　 　（ 火 災 / 感 電 の 原 因 ）

・ 　 定 期 的 に 電 源 プラ グ / スイッチ 付 き 電 源 タップ を 乾 い た 布 で 拭く。
　 　（ ほ こりが た まると湿 気 な どで 絶 縁 不 良 に な り火 災 の 原 因 ）

・ 　 電 源 プラ グをコ ン セントから 抜くとき は 、
　 　 必 ずスイッチ 付 き 電 源 タップ 部 を 持ってコ ン セントから 引 き 抜く。
　 　（ 感 電 / ショート / 発 火 する 原 因 ）

・ 　 長 時 間 使 わ な い とき は 必 ずスイッチ 付 き 電 源 タップ ごと
　 　 電 源 プラ グをコ ン セントから 抜く。
　 　（ 絶 縁 劣 化 による 感 電 / 漏 電 火 災 の 原 因 ）

！
強制
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必 ず お 守りください

安全上のご注意

そ の 他

・ 　 発 煙 / 悪 臭 な ど 異 常 を 感 じたら 、 電 源 プラ グ / スイッチ 付 き 電 源 タップ を
　 　 コ ン セントから 抜 き、 すぐに 点 検 / 修 理 を 依 頼 する 。
　 　（ 感 電 / 漏 電 / ショートによる 火 災 の 原 因 ）

！
強制

禁止

・ 　 絶 対 に  分 解 / 修 理 / 改 造 は し な い 。
　 　（ 火 災 / 感 電 / け が / 水 漏 れ の 原 因 ）

・ 　 火 気 を 近 づ け な い 。
　 　 ロ ー ソク、 タバ コ 、 蚊 取 り線 香 な ど。（ 火 災 や 変 形 の 原 因 ）

・ 　 コ ード / チュ ーブ 類 は 本 体 カ バ ー 内 にしま わ な い 。
　 　（ 火 災 の 原 因 ）

・ 　 日 本 国 外 で の 使 用 は し な い 、 本 製 品 は 日 本 国 内 専 用 です。

警 告
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使用上のご注意

機 械 本 体

禁止

・ 　 上 に の ぼった り、 物 を 置 か な い 。
　 　（ け が や 感 電 の 原 因 ）

・ 　 直 射 日 光 の 当 た る 場 所 に は 置 か な い 。
・ 　 浴 室 や 風 雨 にさらさ れ る 場 所 に は 置 か な い 。
　 　（ 感 電 / 火 災 / 故 障 / 変 形 の 原 因 ）

・ 　 お 手 入 れ な どで 直 接 水 を か け な い 。
　 　（ 感 電 / 火 災 / 故 障 / 変 形 の 原 因 ）

・ 　 小 さ な お 子 様 を 近 づ か せ な い 。
　 　（ け が や 感 電 / 事 故 の 原 因 ）

・ 　 高 所 / 密 閉 さ れ た 場 所 / 棚 の 中 に 設 置 し な い 。

必 ず お 守りください

注 意
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使用上のご注意

機 械 本 体

必 ず お 守りください

注 意

・ 　 床 に 設 置 する 。
・ 　 連 続 使 用 は 1 0 分 まで とし 、 そ の 後 5 分 以 上 の 非 稼 働 時 間 を 置く。
・ 　 高 温 多 湿 環 境 は 避 け る 。

！
強制

・ 　 壁 と本 体 縦 横 面 を 触 れ な いように 設 置 する 。
　 　 壁 と本 体 が 接 触 して いると振 動 が 壁 を 伝 い 音 が 響くことが あ ります。

・ 　 水 の か か る 場 所 に は 置 か な い 。 水 で 濡 れ た 場 合 は すぐに 乾 い た 布 で 拭く。推奨

！

1 .  壁 と本 体 が 接 触 し な いように 設 置 する 。
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使用上のご注意

シャワ ー ヘッド

フットスイッチ  

必 ず お 守りください

注 意

・ 　 空 気 圧 が 高 い 状 態 で シャワ ー ヘッドを 頭 に 押 し 当 てす ぎな い 。
　 　（ け が / 事 故 の 原 因 ）

禁止

・ 　 フットスイッチ ダイヤル の 空 気 圧 を 強くしす ぎな い 。
　 　（ シャワ ー ヘッド / 機 械 本 体 の 破 損 や 故 障 の 原 因 ）

・ 　 水 を 出 して い な い 状 態 でフットスイッチ を 踏 ま な い 。
　 　（ シャワ ー ヘッド / 機 械 本 体 の 破 損 や 故 障 の 原 因 ）

・ 　 本 体 電 源 O F F 時 にフットスイッチ を 踏 ま な い 。
禁止

そ の 他

・ 　 � � ° C 以 上 の 高 温 水 は 使 わ な い 。
　 　（ パッキン の 劣 化 / 水 漏 れ の 原 因 ）

・ 　 体 調 の すぐれ な い 方 、 心 臓 の 弱 い 方 、 乗 り物 に 酔 い やす い 方 、 妊 娠 中 の 方 は
　   シャワ ー の 水 圧 により酔 い を 感 じる 場 合 が あ ります。 体 調 によって は ご 使 用 を
　   お 控 えくだ さい 。

・ 　 m a r b b の 水 を 、 飲 用 水 や 調 理 用 水 な ど、 お 客 様 へ の 施 術 以 外 の 用 途 で は
　   使 用 し な い 。

禁止
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製品名

電源仕様

定格電力

寸法

重量

marbb mini（マーブ ミニ）

AC���V ��Hz/��Hz

��w(��Hz),��w(��Hz)

H��� x W��� x D���(※取手と脚部含む )

約 �.�kg( 告知なしにマイナー変更あり )

仕 様

marbb mini

各 部 の 名 称
使 用 の 準 備（ 空 気 の 充 填 方 法 ）
ナノバ ブ ル の 発 生・ 停 止 方 法
ナノバ ブ ル の 量 調 整
長くお 使 い い た だ くた め に
緊 急 停 止 時 の 対 処 方 法
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機 械 本 体（ 背 面 か ら 見 た 図 ）

各部の名称

機 械 本 体（ 真 上 から 見 た 図 ）

前 面 背 面

ソケットフット ス イッチ  

フット ス イッチ メ ー タ ー

フット ス イッチ ダ イ ヤ ル

ソケットに 送 り出 す ナノバブル

の 量 を 示 すメ ー ターです。

ソケットに 送 り出 す ナノバブル の

量 を 調 整 する 装 置 です。
逆 流 防 止 弁

シャンプ ー 台 から

逆 流 する 水 を

止 め る 装 置 です。

ス イッ チ 付 き 電 源 タップ
機 械 本 体 に 電 源 スイッチ は あ りま せ ん 。

使 用 する 際 は こちら の 電 源 スイッチ を

使 用 してくだ さい 。

機 械 本 体

逆 流 防 止 弁

電 源 プ ラ グ

電 源 コ ー ド

エ ア ー チ ュ ー ブ
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使用の準備（空気の充填方法）
1 .  プラ グに スイッチ 付 き 電 源 タップ を 取 り付 け 、
　 　 スイッチ 付 き 電 源 タップ の スイッチ が「 O F F 」 の 状 態 を 確 認 し 、
　 　 コ ン セントに 接 続 します。

3 .  1 ～２秒 程 度 稼 働 し 、 そ の 後 止 まります。

ブ ーッ
・ ・ ・

音 が 止 まっ た ら 準 備 完 了

2 .  ス イッチ 付 き 電 源 タップ の スイッチ を O N にします。
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ナノバブルの発生・停止方法
ナノバブルの発生方法

1. シャワーヘッドを持ちます。
＊ナノバブル発生時の水ハネを防ぐため。

2. シャンプー台の水を出します。

シャー

4. 水流の音が変われば完了です。
＊フットスイッチメーターが動いていれば
ナノバブルは発生しています。

シュルシュルー！

3. フットスイッチ を踏みます。

ナノバブルの停止方法

2. 水を止めます。1. フットスイッチ から足を離します。
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ナノバブルの量調整

フットスイッチ ダイヤル の 操 作 方 法
　・ 　 フットスイッチ ダイヤル の ロック 解 除
　 　 　 　 　 フットスイッチ ダイヤル をカチッというまで 引 き 出 します。
　 　 　 　 　 　＊強く引くとフットスイッチ ダイヤル が 取 れ る 場 合 が ござ い ます。
　 　 　 　 　 　    取 れ た 場 合 は 内 部 の 凸 凹 に 合 わ せ て 再 度 は め 込 んでくだ さい 。

　・ 　 ナノバブル の 量 を 増 やす
　 　 　 　 　 フットスイッチ ダイヤル を 右 に 回 します。
　 　 　 　 　 　＊フットスイッチメ ー ター の 最 大 数 値 は 、 圧 力 調 整 メ ー ター に て
　 　 　 　 　 　 　 設 定 した 値 です。
　 　

　・ 　 ナノバブル の 量 を 減 らす
　 　 　 　 　 フットスイッチ ダイヤル を 左 に 回 します。
　 　 　 　 　 　＊フットスイッチメーター の 数 値 が 0 だ とナノバブル が 発 生しません 。

　・ 　 フットスイッチ ダイヤル の ロック
　 　 　 　 　 フットスイッチ ダイヤル を 元 の 位 置 まで 押 し 込 み ます。
　 　 　 　 　 　＊フットスイッチ ダイヤル の 押 し 込 み が 固 い 場 合 は 、
　 　 　 　 　 　 　 回 し な がら 押 し 込 む と解 消 できることが あ ります。

フットス イッチ ダ イヤ ル を 回 すことで、 シャンプ ー 台 に 送り込 む
ナノバ ブ ル の 量 を 調 整 することが できます。
＊フットス イッチ を 踏 み な が ら 調 整 してくださ い 。

弱 強
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長くお使いいただくために
日 々 の お 手 入 れ に 加 えて 下 記 の お 手 入 れ を 行 うこ とで 、
より 長 くお 使 い い た だ け ま す。

適 切 な ナノバブル の 量 設 定
フットスイッチ を 踏 むことで シャワ ー の
音 が 変 わ る 程 度 が 最 適 です。

（ シャワ ー ヘッドが 強く振 動 する 場 合 、
弱 め ることを 推 奨 します ）

長 時 間 使 用 し な い 場 合
長 期 間 使 用 し な い 場 合 は 必 ず
スイッチ 付 き 電 源 タップ ごと電 源 プラ グを
コ ン セントから 抜 いてくだ さい 。

付 着 した ホ コ リや 水 分 を 除 去
機 械 本 体にホコリや水 分の付 着 がある場 合 は
柔らかいタオル等で除 去してください。

弱 強
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1 . 機 械 本 体 の コ ン セントが
　 挿 さってお り、 電 源 スイッチ が
　 O N に なって いる か 確 認 して
　くだ さい 。

緊急停止時の対処方法
電 源 ス イッチ が O N に な って い る に も か か わ ら ず 、
本 体 が 作 動 し な い 場 合 は 以 下 の 手 順 を お 試 しくだ さ い 。

2 . 機 械 本 体 の 熱 を 冷 まします。

電源スイッチを OFFにし、放熱してください。
機械本体の熱が十分に冷めましたら、
電源スイッチを ONにしていただくことで再起動し
再び動き出します。
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故障かな？と思ったら / FAQ
こ れ は 故 障 で は ありませ ん 。

こ れ は 故 障 で は ありませ ん 。

ナノバブルが出ない。
(出ないような気がする)

フットスイッチダイヤルで空気を調節してください。出ていないと感じても
フットスイッチメーターの目盛りがふれていれば発生しています。

よくあ るご 質 問

A. 故障の原因となりますので、ナノバブルを発生させる際は、先に水を出してから行い、
　 ナノバブルを止める際は、先にフットスイッチから足を離してください。

A. ナノバブルの量が多すぎるのかもしれません。フットスイッチダイヤルでナノバブルの
　量を調節してください。

A. 濡れていても使用できますが、濡れた際は乾いた布で拭き取ってください。

A. お使いにならないときは電源をお切りください。

A. 水に濡れた場合、タオル等で拭き取ってください。

A. 髪や体を洗い流すことを目的としておりますので、施術以外の用途では使用しないでください。

A. 機械稼働の際、振動により落下する恐れがありますので、高所には設置しないでください。

Q. ナノバブルで臭いを消せる？
A. 臭いの原因となる汚れ等を落とすことができます。

A. 体調のすぐれない方、心臓の弱い方、乗り物に酔いやすい方、妊娠中の方はシャワーの水圧に
　より酔いを感じる場合があります。体調によってはご使用をお控えください。

Q. 空気だけ出した状態だと壊れる？

Q. シャワーの音に驚いた

Q. フットスイッチが濡れてしまった

Q. 営業終了後電源スイッチは ON のままで大丈夫？

Q. 機械本体は濡れたままでも大丈夫？

Q. 人や動物に飲み水として使用しても大丈夫？

Q. 高いところに置いても大丈夫？

Q. 他に使用上の注意事項はある？

ナノバブルを出したら温度が
下がった気がする。

給湯器の仕様により、シャワーの温度が下がる場合があります。
ナノバブルを弱め、水量を増やしてみてください。

フットスイッチダイヤルが
取れてしまった。

強く引くとフットスイッチダイヤルが取れる場合がございます。内部の
凹凸に合わせて再度はめ込んでください。
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カスタマーサポートセンター 受付窓口

カスタマーサポートセンター 受付窓口

＜お客様個人情報のお取り扱いについて＞

　カスタマーサポートセンター受付窓口でお受けした、お客様のお名前、ご住所、お電話番号などの

個人情報は適切に管理いたします。また、お客様の同意がない限り、修理業務等を委託する場合

及び法令に基づき必要と判断される場合を除き、第三者への開示は行いません。

　なお、お客様が当社にお電話でご相談、ご連絡いただいた場合には、お客様のお申し出を正確に

把握し、適切に対応するために、通話内容を録音させていただくことがあります。

＜利用目的＞ 

　カスタマーサポートセンター受付窓口でお受けした個人情報は、商品・サービスに関わるご相談・

お問い合わせ及び修理の対応のみを目的として用います。 

　なお、この目的のために株式会社マイクロバブル・ジャパン及び関係会社で上記個人情報を利用

することがあります。 

使用方法に関するご不明点、製品の不具合などがございましたら、
下記窓口までお問い合わせください。

カスタマーサポートセンター 受付窓口

平日  ��:��～��:��    ※土日祝日を除く

���-����-����

取扱説明動画のご案内

1. 本体各部の説明 --- marbb 本体の主要なパーツについて

3. メンテナンス編 --- 日々の簡単なお手入れ方法について

2. 取扱方法編 --------- 施術で使う際の取扱方法について

4. トラブル対応編 --- ご使用中のトラブル対応方法について

marbb の取扱方法やメンテナンス方法、緊急停止時の対処方法などについて、
動画でわかりやすくご説明しています。
お困りの際はぜひ一度 QR コードからご覧ください。


